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　津山市久米公民館は、平成22年度森林整備加速化・林業再生事業で整備した施設で、200名を収容できるホー
ルや会議室、木工室等があり、地域住民の交流拠点となる社会教育施設です。
　木材をふんだんに利用し、木材の良さに触れられる心安らぐ場を目指した施設となっています。

【施設概要】木造平屋建て　延べ床面積997m2　木材使用量　211m3
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育
で
森
林
・
林
業
に
つ
い
て
の
指
導
を

行
う
と
と
も
に
、
矢
掛
町
内
で
森
づ
く

り
活
動
を
行
っ
て
い
る
企
業
３
社
に
対

し
て
、
指
導
・
助
言
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

総
社
支
所
で
は
、
平
成
22
年
度
か
ら

倉
敷
美
し
い
森
づ
く
り
の
会
の
事
務
局

を
担
当
し
、
倉
敷
美
し
い
森
・
真
備
美

し
い
森
等
で
の
森
林
整
備
活
動
の
実
施

に
協
力
し
て
い
ま
す
。

　

県
南
の
森
林
組
合
は
、
森
林
・
林
業

の
普
及
啓
発
に
つ
い
て
も
重
要
な
役
割

を
担
っ
て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

三　
お
わ
り
に

　

井
笠
普
及
指
導
区
で
は
「
森
林
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
に
対
す
る
支
援
」
を
最

重
点
普
及
指
導
事
項
と
し
て
お
り
、
森

林
組
合
・
市
町
村
と
連
携
し
な
が
ら
普

及
指
導
を
推
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

（
林
業
普
及
指
導
員　

下
境
一
郎
）

　

当
森
林
組
合
で
は
、
地
域
の
実
情
に

合
わ
せ
て
、
Ｃ
Ｏ
２
吸
収
源
対
策
緊
急
間

伐
事
業
を
活
用
し
た
間
伐
と
、
自
然
力

を
活
か
し
た
森
林
再
生
事
業
を
活
用
し

た
松
く
い
虫
被
害
地
の
整
備
を
中
心
と

し
て
事
業
を
推
進
し
て
い
ま
す
が
、
徐
々

に
対
象
箇
所
が
減
少
し
て
き
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
新
た
な
事
業
の
展
開
を
考
え

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

� 

様
々
な
森
林
・
林
業
の
普
及
啓
発

活
動
を
行
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
が
？

　

昨
年
は
、
安
全
で
効
率
的
な
チ
ェ
ー

ン
ソ
ー
作
業
を
学
ん
で
い
た
だ
く
た
め
、

岡
山
県
で
初
め
て
「
フ
ォ
レ
ス
ト
リ
ー

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
イ
ン
岡
山
」
を
矢
掛

町
で
開
催
し
ま
し
た
。
ま
た
、
森
林
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
や
矢
掛
町
職
員
を
対

象
と
し
た
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の
技
術
講
習

会
も
開
催
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
矢
掛
高

校
や
矢
掛
町
立
美
川
小
学
校
の
環
境
教

一　
は
じ
め
に

　

備
中
南
森
林
組
合
は
、
平
成
19
年
10

月
に
矢
掛
町
森
林
組
合
・
総
社
市
森
林

組
合
が
合
併
し
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
矢

掛
町
・
総
社
市
・
倉
敷
市
を
事
業
エ
リ

ア
と
し
て
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

県
南
の
森

林
組
合
の

事
業
活
動

の
状
況
に

つ
い
て
、

斎
藤
参
事

と
金
澤
総

社
支
所
長

に
話
を
お

聞
き
し
ま

し
た
。

二　
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

� 

森
林
組
合
の
現
在
の
事
業
活
動
の

状
況
は
？

　

当
森
林
組
合
の
事
業
エ
リ
ア
内
は
、

小
面
積
で
点
在
し
た
若
齢
林
が
多
く
、

施
業
の
団
地
化
が
極
め
て
困
難
で
す
。

　

ま
た
、
治
山
事
業
な
ど
の
公
共
的
な

事
業
が
減
少
し
、
森
林
組
合
の
経
営
が

非
常
に
厳
し
い
状
況
で
す
。

特
集
【
が
ん
ば
る
森
林
組
合
⑥
】

　
備
中
南
森
林
組
合
の
紹
介

井
笠
普
及
指
導
区

緑豊かな自然を守る
治山・林道事業の普及啓発、技術援助
治山・林道の調査、測量、設計、積算
森林整備の総合計画

（社）岡山県治山林道協会
岡山市中区高屋 225-1 TEL 086-271-3711
津山市二宮 1849-2　　TEL 0868-28-9360

金澤支所長（左）と斎藤参事

森林里山づくり講習会（浅口市）

真備美しい森でのつどいの開催
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県
内
で
長
年
に
わ
た
り
地
域
で
活
躍
し
て
い
る
林
業
研

究
グ
ル
ー
プ
を
紹
介
し
ま
す
。

　

時
代
の
流
れ
と
と
も
に
各
グ
ル
ー
プ
の
取
組
活
動
が
変

わ
っ
た
り
、
メ
ン
バ
ー
の
世
代
交
代
が
あ
っ
た
り
と
、
そ

れ
ぞ
れ
の
歴
史
は
違
っ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
山

を
愛
す
る
気
持
ち
は
い
つ
ま
で
も
変
わ
っ
て
い
な
い
は

ず
。
今
後
も
活
動
を
続
け
て
、
ぜ
ひ
次
の
世
代
に
も
受
け

継
い
で
い
っ
て
欲
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

暮田赤松を守る会
　赤松林の保全・再生を目指
し、地域全体で伐倒駆除、「桃
太郎松」の植栽のほか、マツ
タケ発生環境整備やホンシメ
ジ栽培にも取り組んでいます。
ホンシメジの発生が確認され、
産地化への期待が高まってい
ます。

所在地：赤磐市暮田地区
会員数：30人（男27人女 3人）

加茂町林業研究会
　昭和43年発足。会員の中に
はカービンク等の得意な方も
いて、会の枠にとらわれず活
動を行っています。

（会長一言）森林も少子高齢化。
伐って植える、山の若返り対
策必要。作業道に起因する崩
壊を懸念。架線集材の見直し
も必要。

所在地：津山市（加茂地域）
会員数：20人（男20人）

（財）北　部　会
　北部会は、昭和47年４月に
地区住民の福祉の増進を図る
ことを目的に設立された団体
です。主な活動は、会が所有
する山林80㌶の管理で、毎年、
間伐などの保育作業を共同で
行っています。

所在地：吉備中央町北地区
会員数：146人（世帯）

新見地区林研グループ協議会
　新見市内の林研グループが、グループ
の相互交流などを図る目的で昭和61年に
結成しました。同協議会では、平成20年
度から市内小学校を卒業する児童に木製
ペンスタンドをプレゼントしています。
このプレゼントは、平成23年度で4年目
となり、木材のぬくもりや温かさを感じ
てもらう、また、一人一人の「木づかい」
が地球温暖化防止に貢献するなどをPR
するため、会員が毎年デザインを変えな
がら手作りしています。

新見市内の7林研グループ
会員数：147人（男105人女42人）

芳井町林業研究会
　平成５年の会の結成以前か
ら､ マツタケの増産を図るた
め、アカマツ林の発生環境整
備に取り組んでいます。平成
15年度からは、ホンシメジの
人工栽培に取り組み、平成22
年に初めて発生を確認しまし
た。

所在地：井原市芳井町
会員数：35人（男35人）

真庭森林・林業研究会
　当研究会は、林家・木材業者
等幅広い構成となっており、森
林・林業に関する会員の知識と
技術の向上により、森林整備の
推進及び林業振興等に寄与する
ことを目的に各種研修に取組ん
でいます。地域密着型を主体と
して積極的に活動しています。

所在地：真庭市
会員数：58人（男46人女12人）

↑ 森林資源調査 ↓ 杜人 in まにわ

木製ペンスタンド作成状況
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羽出農林業後継者クラブ
すずのこ会

　昭和57年発足。会の名は、
すくすく育つネマガリタケに
由来しています。農業も視野
に入れた明るく気張らぬ活動
を目指しています。活動は会
員所有林の施業、祭りみこし
の巡業等行っています。

（会長一言）気張らぬ談義、気
兼ねない談笑の中で地域の伝
統・技術を守り後世に伝えて
いけたらいいですね！

所在地：鏡野町（奥津町羽出地域）*
会員数：79人（男40人女39人）

望　春　会
　昭和52年発足。会の名は、
雪深き地の春を望む気持ちに
由来しています。毎年、地元
の小学校で先生や子供たちと
なめこの植菌を行っています。

（会長一言）子供たちとのふれ
あいの中で、上斎原の自然の
恩恵を考えるきっかけにして
いきたい。

所在地：鏡野町（上斎原地域）*
会員数：11人（男11人）

奥津林業研究会
　昭和49年発足。毎年の総会
で会員同士の交流をしていま
す。また町内連絡協議会の視
察研修、植樹のつどい等にも
参画しています。経営技術の
向上、町内の林研間の交流を
図っています。

（会長一言）山の木々が放置さ
れることなく、健全に育って
くれることを切に願っている。

所在地：鏡野町（奥津町奥津地域）*
会員数：15人（男15人）

泉農林業研究会
　平成6年発足。同じ活動区内にみ
どり会があるが、そのうち若手中心
に会を結成しています。会員共同で
下刈り施業を行ったり、現在は町内
連絡協議会の視察研修、植樹のつど
いへの参画等、町内林研間の交流を
メインに活動しています。
（会長一言）豊かな森林は鏡野町の
財産。町連絡協議会の会長としてま
とめ役を仰せつかっています。H24
年3月には念願の冊子を刊行しまし
た。

所在地：鏡野町(奥津町泉地域)*
会員数：23人（男23人）

み　ど　り　会
　昭和35年発足。毎年総会を
開催し会員相互の意見交換を
しています。町内連絡協議会
の視察研修、植樹のつどい等
にも参画し、自己研鑽、町内
の林研間の交流を図っていま
す。

（会長一言）祖父、父の世代が
植えた山が放置されている。
時代が変われば良いことがあ
ると信じ、子や孫への贈り物
と思い間伐を行っている。

所在地：鏡野町（奥津町泉地域）*
会員数：9人（男 9人）

鏡野町林業研究グループ連絡協議会
　本連絡協議会は、平成１７年の町村合併を機に、鏡野町内の林研グループ連絡組織として結成されま
した。その前身である苫北地区林業研究グループ連絡協議会での活動を含めると３０年以上の歴史があ
り、地域の森林・林業の発展を願い活動を続けています。

　毎年度、交流研修会や県外の
先進地視察などを企画し、会員
相互の交流と林業技術の研鑽に
努めています。
※「鏡野町林業研究グループ連絡
協議会」
 　林研グループ相互の連絡協調と
地域林業の発展などを目的として、
鏡野町内の７つの林研グループで
昭和53年に結成。

明　日　檜　会
　昭和54年発足。自然と調和
する林業を理念としています。
平成19年度には林業技術伝承
の手引きを作成しました。自
伐林家である会員らは、伐採
から市場搬出までの素材生産
にも取り組んでいます。

（会長一言）人間は自然に活か
され、林業は環境のためにあ
る。江戸時代先人達の林業の
知恵を守り伝えていくことが
私の使命。

所在地：鏡野町（鏡野地域）*
会員数：10人（男10人）

交流研修会（ナラ枯れの
原因と防除法について　
鏡野町　H22.12月）

県外視察（久万広域森林
組合父野川事業所　愛媛
県　H23.12月）

「ふるさと鏡野町の森林と林業ー
私たち林業家の思いを次世代に
伝えるためにー」刊行（H24.3月）



（ 5 ）

りんせい　No.424　2012. 7

奈義町林業振興会
　経営の合理化、生産性の向
上、地域の林業振興に寄与す
ることを目的に平成6年から活
動を行い、間伐や優良材コン
クールへの出展も行ってきま
したが、メンバーの高齢化が
すすんでいます。新しい施策
となる経営計画の勉強会等に
取り組み集約化を進め、合理
化を図るよう取り組んでいま
す。

所在地：奈義町豊沢地区
会員数：7人（男 7人）

江与味林業研究グループ
　昭和46年発足。意見交換を
兼ねた総会を実施しています。
地元林業祭への参画や育林の
共同作業を通じて技術研鑽を
図って来ました。

（会長一言）近年、機械化・低
コスト化により、原木の扱い
が粗雑に。林業は人間を育て
ることと同じ。手（保育）を
抜くと山が荒れる。林業が業
として成り立たつ日を願う。

所在地：美咲町（旭町江与味地域）
会員数：5人（男 5人）

中央町林業研究会
　昭和52年発足。会員交流を
兼ねた視察旅行を実施してい
ます。昨年度は、山崎木材市
場(兵庫県)を見学しました。

（会長一言）結成27年、会員も
53から81才と高齢化。若い会
員の加入、会のあり方につい
て考える年にしたい。

所在地：美咲町（中央地域）
会員数：12人（男12人）

グリーンクラブ
　平成３年に豊並樹苗生産組
合婦人部から世代の交代もあ
りネーミングを変更しました。
育苗樹種は山行苗から緑化樹
までと幅広く、緑化樹はそれ
ぞれの得意な樹種を持って生
産を行っています。 
　豊並樹苗生産組合と二人三
脚で活動を行っていて、岡山
中国栗、抵抗性マツの生産も
行っています。

所在地：奈義町高円地区
会員数：6人（女 6人）

美作林業経営研究会
　平成18年に市町村合併に伴い東粟
倉村林業経営研究会から新たに美作
林業経営研究会としてスタートを切
りました。
　会員相互の実践による経営の合理
化を図りながら、優良材展示コン
クールへの出品等も行っています。
また、森林整備ボランティア活動等
へも積極的に参加しています。

所在地：美作市太田地区
会員数：11人（男10人女1人）

豊並樹苗生産組合
　山林樹苗及び環境緑化樹の共同
出荷、資材の共同購入による共同
利便を図る目的で昭和38年より
林研Gとしての活動を行っていま
す。
　現在、山行苗を主に緑化樹を生
産しています。近年は、新しい品
目の生産にも積極的に取り組み、
抵抗性マツや岡山中国栗、コンテ
ナ苗木の生産も行っています。

所在地：奈義町高円地区
会員数：7人（男 7人）

吉野おきな草の会
　作東吉野特産物生産組合の
山野草部門の主要メンバーが
中心となって平成17年に女性
林研として発足し、山野草増
殖のノウハウを生かした、山
野草栽培や竹炭作り、草木で
染めた織物、魔法の鉢づくり
などの情報を発信し、面白い
と思うことに全力で取り組む
パワフルなグループです。

所在地：美作市五名地区
（吉野地区）

会員数：14人（女14人）

美作林業経営研究会

↑ トチノキ苗木
↓ ヒノキコンテナ苗木
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ま
す
。

　

盛
土
は
堅
固
な
路
体
を
作
る
た
め
、

伐
根
や
枝
葉
な
ど
の
有
機
物
が
混
入
し

な
い
よ
う
に
し
、
締
堅
め
を
概
ね
30
㎝

程
度
の
層
ご
と
に
十
分
行
い
ま
す
。

六
　
お
わ
り
に

　

地
域
に
よ
っ
て
地
形
及
び
地
質
、
気

象
条
件
等
が
異
な
り
、
森
林
作
業
道
の

作
設
技
術
を
一
律
に
示
す
こ
と
は
難
し

い
こ
と
か
ら
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た

作
設
技
術
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
各
現

場
に
お
い
て
、
創
意
工
夫
を
行
い
、
新

た
な
技
術
的
な
知
見
の
蓄
積
を
行
っ
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
当
班
で
は
、
林
業
事
業
体
等

を
対
象
に
、
基
本
的
な
森
林
作
業
道
の

作
設
研
修
等
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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三
　
縦
断
勾
配

　

縦
断
勾
配
は
、
集
材
作
業
を
行
う
車

両
が
、
木
材
を
積
載
し
安
全
に
上
り
走

行
、
下
り
走
行
で
き
る
こ
と
を
基
本
と

し
、
縦
断
勾
配
の
目
安
と
し
て
、
概
ね

10
度
（
18
％
）
以
下
で
検
討
し
ま
す
。

　

や
む
を
得
な
い
場
合
は
、
短
区
間
に

限
り
概
ね
14
度
（
25
％
）
程
度
で
計
画

し
ま
す
。

四
　
排
水

　

土
構
造
を
基
本
と
す
る
森
林
作
業
道

で
は
、
原
則
と
し
て
路
面
の
横
断
勾
配

を
水
平
に
し
、
縦
断
勾
配
を
緩
や
か
に

波
状
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
ま
め
な

分
散
排
水
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
排
水

は
カ
ー
ブ
上
部
の
入
口
部
分
で
行
い
、

曲
線
部
へ
の
雨
水
の
流
入
は
極
力
避
け

る
よ
う
に
し
ま
す
。

五
　
施
工

　

切
土
高
は
、
の
り
面
の
安
定
や
機
械

の
旋
回
を
考
慮
し
１
．
５
㍍
程
度
以
内

と
し
、
か
つ
高
い
切
土
が
連
続
し
な
い

よ
う
に
し
ま
す
。
切
土
の
り
面
勾
配
は

土
砂
は
６
分
、
岩
石
は
３
分
を
標
準
と

し
ま
す
。
な
お
、
土
質
に
よ
っ
て
は
、

切
土
高
が
１
．
２
㍍
程
度
以
内
で
、
直

切
が
可
能
な
場
合
は
検
討
し
ま
す
。

　

盛
土
の
り
面
勾
配
は
、
概
ね
１
割
よ

り
緩
い
勾
配
と
し
、
盛
土
高
が
２
㍍
を

越
え
る
場
合
は
、
１
割
２
分
程
度
と
し

定
し
、
地
形
に
沿
っ
た
屈
曲
線
形
、
排

水
を
考
慮
し
た
波
形
勾
配
と
し
ま
す
。

二
　
幅
員

　

幅
員
は
、
傾
斜
と
作
業
シ
ス
テ
ム
で

使
用
す
る
機
械
の
サ
イ
ズ
を
、
目
安
と

し
て
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
な
お
、
傾
斜

35
度
以
上
で
は
、
急
傾
斜
地
と
な
る
こ

と
か
ら
、
林
道
と
タ
ワ
ー
ヤ
ー
ダ
ー
等

に
よ
る
架
線
集
材
を
検
討
し
ま
す
。

　

集
約
化
施
業
を
効
率
的
か
つ
低
コ
ス

ト
で
行
う
た
め
に
は
、
路
網
と
高
性
能

林
業
機
械
等
を
組
み
合
わ
せ
た
森
林
施

業
の
実
施
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

林
野
庁
で
は
、
路
網
の
区
分
を
「
林

道
」、「
林
業
専
用
道
」、
そ
し
て
新
た
に

林
業
用
の
機
械
が
走
行
す
る
「
森
林
作

業
道
」に
区
分
し
、平
成
22
年
11
月
に「
森

林
作
業
道
作
設
指
針
」
を
策
定
し
ま
し

た
。

　

新
し
い
作
設
指
針
で
は
、
森
林
作
業

道
は
森
林
整
備
、
木
材
の
集
材
・
搬
出

の
た
め
継
続
的
に
用
い
る
こ
と
か
ら
、

作
設
経
費
を
抑
え
つ
つ
も
、
繰
り
返
し

の
使
用
に
耐
え
る
よ
う
丈
夫
で
あ
る
こ

と
が
必
要
で
、
路
体
は
堅
固
な
土
構
造

を
基
本
と
す
る
と
し
て
い
ま
す
。
つ
ま

り
、
一
度
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り
の
使
用
で
は
な
く
、
次

回
の
森
林
施
業
で
も
使
え
る
こ
と
を
前

提
と
し
て
い
ま
す
。
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路
線
計
画
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は
、
伐
木
造
材
や
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等
の
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使
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の
種
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、
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能
、

組
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わ
せ
に
適
合
し
、
森
林
内
で
の
作
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の
効
率
性
が
最
大
に
な
る
よ
う
配
置

す
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必
要
が
あ
り
ま
す
。
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た
、
路
線

の
選
定
に
当
た
っ
て
は
、
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形
・
地
質

の
安
定
し
た
箇
所
を
通
過
す
る
よ
う
選
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ら
、

作
設
経
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を
抑
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繰
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し

の
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に
耐
え
る
よ
う
丈
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で
あ
る
こ
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が
必
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で
、
路
体
は
堅
固
な
土
構
造

を
基
本
と
す
る
と
し
て
い
ま
す
。
つ
ま

り
、
一
度
限
り
の
使
用
で
は
な
く
、
次

回
の
森
林
施
業
で
も
使
え
る
こ
と
を
前

提
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ま
す
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造
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等
の
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に
使
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す
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械
の
種
類
、
性
能
、

組
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わ
せ
に
適
合
し
、
森
林
内
で
の
作

業
の
効
率
性
が
最
大
に
な
る
よ
う
配
置

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
路
線

の
選
定
に
当
た
っ
て
は
、
地
形
・
地
質

の
安
定
し
た
箇
所
を
通
過
す
る
よ
う
選

定
し
、
地
形
に
沿
っ
た
屈
曲
線
形
、
排

水
を
考
慮
し
た
波
形
勾
配
と
し
ま
す
。

二

幅
員

幅
員
は
、
傾
斜
と
作
業
シ
ス
テ
ム
で

使
用
す
る
機
械
の
サ
イ
ズ
を
、
目
安
と

し
て
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
な
お
、
傾
斜

度
以
上
で
は
、
急
傾
斜
地
と
な
る
こ

35と
か
ら
、
林
道
と
タ
ワ
ー
ヤ
ー
ダ
ー
等

に
よ
る
架
線
集
材
を
検
討
し
ま
す
。

傾斜と機械サイズによる幅員

の目安
屈 曲 線 形

三

縦
断
勾
配

縦
断
勾
配
は
、
集
材
作
業
を
行
う
車

両
が
、
木
材
を
積
載
し
安
全
に
上
り
走

行
、
下
り
走
行
で
き
る
こ
と
を
基
本
と

し
、
縦
断
勾
配
の
目
安
と
し
て
、
概
ね

度
（

％
）
以
下
で
検
討
し
ま
す
。

10

18

や
む
を
得
な
い
場
合
は
、
短
区
間
に

限
り
概
ね

度
（

％
）
程
度
で
計
画

14

25

し
ま
す
。

四

排
水

土
構
造
を
基
本
と
す
る
森
林
作
業
道

で
は
、
原
則
と
し
て
路
面
の
横
断
勾
配

を
水
平
に
し
、
縦
断
勾
配
を
緩
や
か
に

波
状
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
ま
め
な

分
散
排
水
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
排
水

は
カ
ー
ブ
上
部
の
入
口
部
分
で
行
い
、

曲
線
部
へ
の
雨
水
の
流
入
は
極
力
避
け

る
よ
う
に
し
ま
す
。

五

施
工

切
土
高
は
、
の
り
面
の
安
定
や
機
械

の
旋
回
を
考
慮
し
１
．
５
㍍
程
度
以
内

と
し
、
か
つ
高
い
切
土
が
連
続
し
な
い

よ
う
に
し
ま
す
。
切
土
の
り
面
勾
配
は

土
砂
は
６
分
、
岩
石
は
３
分
を
標
準
と

し
ま
す
。
な
お
、
土
質
に
よ
っ
て
は
、

切
土
高
が
１
．
２
㍍
程
度
以
内
で
、
直

切
が
可
能
な
場
合
は
検
討
し
ま
す
。

盛
土
の
り
面
勾
配
は
、
概
ね
１
割
よ

り
緩
い
勾
配
と
し
、
盛
土
高
が
２
㍍
を

越
え
る
場
合
は
、
１
割
２
分
程
度
と
し

ま
す
。

盛
土
は
堅
固
な
路
体
を
作
る
た
め
、

伐
根
や
枝
葉
な
ど
の
有
機
物
が
混
入
し

な
い
よ
う
に
し
、
締
堅
め
を
概
ね

㎝
30

程
度
の
層
ご
と
に
十
分
行
い
ま
す
。

六

お
わ
り
に

地
域
に
よ
っ
て
地
形
及
び
地
質
、
気

象
条
件
等
が
異
な
り
、
森
林
作
業
道
の

作
設
技
術
を
一
律
に
示
す
こ
と
は
難
し

い
こ
と
か
ら
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た

作
設
技
術
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
各
現

場
に
お
い
て
、
創
意
工
夫
を
行
い
、
新

た
な
技
術
的
な
知
見
の
蓄
積
を
行
っ
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

な
お
、
森
林
研
究
所
で
は
、
林
業
事

業
体
等
を
対
象
に
、
基
本
的
な
森
林
作

業
道
の
作
設
研
修
等
を
行
っ
て
い
ま
す

の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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業
体
等
を
対
象
に
、
基
本
的
な
森
林
作

業
道
の
作
設
研
修
等
を
行
っ
て
い
ま
す

の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
普
及
推
進
課

林
業
普
及
推
進
班
）

段切段盛のイメージ

.424 2012.7りんせい No

段切段盛のイメージ
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ひ
と
つ
の
基
準
強
度
が
示
さ
れ
ま
す
。

従
っ
て
、
ヤ
ン
グ
係
数
の
高
い
材
は
、

機
械
等
級
区
分
を
用
い
る
方
が
そ
の
製

材
の
持
つ
高
い
性
能
を
ア
ピ
ー
ル
で
き

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

（
注
）
基
準
強
度
と
は
、
強
度
性
能
を
同

じ
と
見
な
す
グ
ル
ー
プ
（
等
級
）
を
代

表
さ
せ
る
強
度
の
こ
と
。
住
宅
の
構
造

設
計
の
基
本
と
な
る
値
で
あ
る
。

Ｅ
を
つ
け
て
表
さ
れ
る
）
で
与
え
ら
れ

て
い
る
基
準
強
度
で
す
。
ま
た
、
破
線

は
無
等
級
材
の
基
準
強
度
で
す
。
図
か

ら
次
の
３
つ
の
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

す
な
わ
ち
、
①
曲
げ
ヤ
ン
グ
係
数
が
大

き
く
な
る
に
従
っ
て
、
曲
げ
強
度
が
増

加
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。（
こ
の
こ
と

が
ヤ
ン
グ
係
数
を
等
級
区
分
の
指
標
と

す
る
根
拠
に
な
り
ま
す
。）。
②
県
産
の

ヒ
ノ
キ
、
ス
ギ
と
も
、
各
機
械
等
級
区

分
の
基
準
強
度
の
ラ
イ
ン
を
概
ね
ク
リ

ア
し
て
い
ま
す
。
③
機
械
等
級
区
分
で

は
高
い
グ
レ
ー
ド
に
な
る
に
従
っ
て
、

高
い
基
準
強
度
が
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

対
し
て
無
等
級
材
で
は
、
樹
種
ご
と
に

こ
と
で
す
。

　

基
準
強
度
が
示
さ
れ
て
い
る
製
材
は
、

３
種
類
あ
り
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
①
製

材
の
日
本
農
林
規
格
で
目
視
等
級
区
分

が
な
さ
れ
て
い
る
も
の
、
②
同
規
格
で
、

機
械
等
級
区
分
が
な
さ
れ
て
い
る
も
の
、

③
無
等
級
材
、
の
３
種
類
で
す
。
③
の

無
等
級
材
は
、
い
わ
ゆ
る
旧
ジ
ャ
ス
の

一
等
相
当
の
性
能
と
理
解
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

機
械
等
級
区
分
と
の
関
係
で
み
た
曲

げ
強
度
を
、図
１
（
ヒ
ノ
キ
）
と
図
２
（
ス

ギ
）
に
示
し
ま
す
。

　

図
中
で
階
段
状
の
実
線
で
示
し
て
い

る
の
が
機
械
等
級
区
分
（
数
字
の
前
に

　

３
年
前
、
こ
の
コ
ラ
ム
で
県
産
材
の

強
度
に
つ
い
て
解
説
し
ま
し
た
。
そ
の

後
、
東
日
本
大
震
災
（
東
北
地
方
太
平

洋
沖
地
震
、
Ｍ
９
．
０
）
と
い
う
大
災

害
が
発
生
し
ま
し
た
。
そ
れ
に
伴
っ
て
、

住
宅
を
購
入
す
る
人
の
意
識
に
変
化
が

生
じ
ま
し
た
。
阪
神
大
震
災
を
契
機
と

し
て
生
ま
れ
た
、「
地
震
に
対
し
て
安
全

な
住
宅
に
住
み
た
い
」
と
い
う
要
望
が

益
々
大
き
く
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
今

回
は
、
県
産
の
製
材
を
使
っ
て
、
耐
震

性
の
高
い
住
宅
を
造
る
た
め
の
手
順
に

つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

　
「
大
き
な
地
震
に
対
し
て
安
全
」
と

見
な
さ
れ
る
基
準
は
、
住
宅
性
能
表
示

制
度
の
「
耐
震
等
級
２
」
と
呼
ば
れ
る

水
準
以
上
の
も
の
で
す
。
こ
の
基
準
を

満
た
す
木
造
住
宅
は
、
一
般
に
「
長
期

優
良
住
宅
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
長

期
優
良
住
宅
は
、
新
築
住
宅
の
４
棟
に

１
棟
の
割
合
で
建
て
ら
れ
て
お
り
、
現

在
も
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
長
期
優

良
住
宅
に
求
め
ら
れ
る
構
造
部
材
（
製

材
）
の
性
能
は
、
国
土
交
通
省
（
建
設

省
）
告
示
（
平
成
12
年
、第
１
４
５
２
号
）

に
よ
り
、
基
準
強
度
が
示
さ
れ
て
い
る

研
究
だ
よ
り

岡
山
県
産
木
材
の
強
さ（
そ
の
４
）

　

   
森
林
研
究
所　

木
材
加
工
研
究
室

　
　
　
　

特
別
研
究
員　

小
玉　

泰
義

曲げヤング係数，kN/mm2

曲げヤング係数，kN/mm2

図１　ヒノキ材の曲げ強度と機械等級区分

図２　スギ材の曲げ強度と機械等級区分

その１：平成20年７月号、その２：平成20年11月号、
その３：平成21年11月号に掲載されています。

曲
げ

強
度

，
N

/m
m

2
曲

げ
強

度
，

N
/m

m
2
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こ
と
が
我
々
真
庭
木
青
の
強
み
で
す
。

真
庭
近
隣
で
木
材
関
連
産
業
に
関
わ
る

45
歳
以
下
の
方
な
ら
ど
な
た
で
も
入
会

で
き
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
問
い
合

わ
せ
下
さ
い
。

　

さ
て
、
現
在
は
来
年
の
設
立
40
周
年

に
向
け
た
準
備
に
取
り
掛
か
っ
て
い
ま

す
。
会
の
三
部
会
（
研
究
部
、
事
業
部
、

会
員
部
）
で
各
イ
ベ
ン
ト
や
記
念
誌
、

記
念
式
典
の
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
っ
て

計
画
作
り
を
進
め
て
い
ま
す
。
我
々
の

仕
事
や
活
動
は
、
地
域
に
利
用
で
き
る

木
材
が
豊
富
に
あ
り
、
そ
れ
ら
を
使
う

文
化
が
あ
る
か
ら
こ
そ
続
け
ら
れ
ま
す
。

先
人
が
築
き
上
げ
て
き
た
こ
の
美
作
地

域
の
木
材
文
化
を
し
っ
か
り
と
継
承
し
、

次
世
代
へ
伝
え
て
い
く
こ
と
が
我
々
の

使
命
で
す
。

　

今
後
と
も
若
い
力
で
益
々
精
進
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
連
絡
先
】

　

服
部
興
業（
株
）
山
林
部　

川
原
洋
平

　

真
庭
市
西
河
内
２
１
１
３ 

― 

２

　

℡
０
８
６
７
（
５
２
）
０
０
６
１

　

K
aw

ahara@
hattori-k.co.jp

回
盛
り
上
が
り
を
見
せ
ま
す
。

　

ま
た
、
一
般
の
み
な
さ
ん
に
対
し
て

は
新
春
木
材
ふ
れ
あ
い
マ
ラ
ソ
ン
を
開

催
し
た
り
、
イ
ベ
ン
ト
等
に
参
加
し
て

美
作
材
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

毎
月
の
例
会
は
お
互
い
の
仕
事
に
つ

い
て
の
理
解
を
深
め
る
た
め
に
、
担
当

者
を
決
め
て
勉
強
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
川
上
と
川
下
の
連
携
を
図
り
な

が
ら
、
今
後
の
動
向
を
い
ち
早
く
感
じ

て
も
ら
う
た
め
に
オ
ー
プ
ン
に
意
見
交

換
が
交
わ
さ
れ
ま
す
。
時
に
は
他
県
の

新
し
い
取
り
組
み
を
視
察
し
た
り
、
見

識
を
深
め
る
た
め
に
研
修
や
講
演
会
等

に
も
積
極
的
に
参
加
し
ま
す
。
メ
ン
バ
ー

そ
れ
ぞ
れ
が
本
業
で
培
っ
た
知
識
や
経

験
を
持
ち
寄
り
、
合
わ
せ
て
当
会
を
通

じ
て
学
べ
る
こ
と
で
、
多
く
の
人
を
巻

き
込
み
な
が
ら
幅
広
い
活
動
が
で
き
る

　

主
な
活
動
と
し
て
は
真
庭
市
内
の
木

材
市
場
の
協
力
を
得
て
年
３
回
の
記
念

市
（
原
木
２
回
、
製
品
１
回
）
を
主
催

し
て
い
ま
す
。
原
木
市
場
で
は
来
場
者

へ
出
品
材
の
元
玉
か
ら
梢
端
材
ま
で
の

価
格
を
当
て
て
も
ら
う
『
ミ
ス
テ
リ
ー

ク
イ
ズ
』
が
恒
例
と
な
っ
て
お
り
、
毎

若
い
力
で
木
材
Ｐ
Ｒ
を

　
　
　
　
真
庭
木
材
青
年
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
会
長　
川
原　
洋
平

　

当
会
は
昭
和
48
年
に
旧
勝
山
町
、
久

世
町
、
落
合
町
の
製
材
業
に
携
わ
る
若

者
達
を
中
心
に
結
成
さ
れ
ま
し
た
。
以

来
、
親
睦
と
研
鑽
を
重
ね
な
が
ら
時
代

の
変
化
と
共
に
真
庭
圏
域
の
木
材
業
界

を
牽
引
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
の
会
員
は
製
材
業
の
枠
を
超
え

て
木
材
に
関
連
す
る
業
界
か
ら
幅
広
く

集
ま
っ
て
お
り
、
製
材
業
６
名
、
市
場

関
係
者
６
名
、
林
業
５
名
、
苗
木
生
産

業
１
名
、
チ
ッ
プ
業
１
名
、
製
材
鋸
目

立
業
１
名
と
な
っ
て
お
り
、
年
齢
は
23

歳
か
ら
44
歳
ま
で
の
20
名
で
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
。
メ
ン
バ
ー
は
社
長
、後
継
ぎ
、

従
業
員
、
Ｕ
タ
ー
ン
、
Ｉ
タ
ー
ン
な
ど

立
場
は
色
々
で
す
が
上
手
く
ま
と
ま
っ

て
い
ま
す
。
真
庭
地
域
の
木
材
業
界
の

特
徴
と
し
て
、
結
束
力
の
強
さ
が
取
り

上
げ
ら
れ
ま
す
が
、
若
い
う
ち
か
ら
横

の
つ
な
が
り
を
持
て
る
当
会
の
役
割
は

大
き
い
と
自
負
し
て
お
り
ま
す
。

木
材
利
用
・
技
術 

②

メンバーによる視察研修
（前列左から３人目が川原会長）

「ミステリークイズ」出品材（一番手前の材）
これはいくらで入札されたでしょう？

毎年盛り上がるマラソン大会
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林
保
全
活
動
や
自
然
に
親
し
む
活
動

等
に
指
導
者
が
必
要
な
場
合
、
指
導

者
を
紹
介
し
ま
す
。

（
四 

）
森
林
活
動
の
相
談
窓
口

　

森
林
整
備
、
き
の
こ
栽
培
、
炭
焼

き
、
自
然
観
察
な
ど
の
森
づ
く
り
に

関
す
る
問
合
せ
窓
口
を
本
部
・
支
所

に
設
置
し
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
御
相
談
く
だ
さ
い
。

（
五 

）
森
づ
く
り
活
動
に
関
す
る
情
報
の

提
供

　

 　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://okayam

a-
m

orisapo.org/

）
に
よ
り
植
樹
の
つ

ど
い
等
の
イ
ベ
ン
ト
参
加
者
の
募
集

や
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
の

活
動
状
況
の
紹
介
、
補
助
制
度
等
の

情
報
提
供
を
行
い
ま
す
。

三　
お
わ
り
に

　

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
は
設
立
し
た
ば

か
り
で
す
が
、
セ
ン
タ
ー
が
県
内
の
森

林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
支
援
す
る
拠

点
と
な
り
、
今
後
、
セ
ン
タ
ー
の
活
動

が
成
果
を
上
げ
、
少
し
で
も
健
全
で
緑

豊
か
な
森
林
を
守
り
育
て
る
一
助
と
な

る
よ
う
、
皆
様
方
の
お
知
恵
を
借
り
な

が
ら
運
営
に
当
た
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
の
で
、
御
支
援
・
御
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
、
林
研
グ
ル
ー

プ
、
森
林
組
合
な
ど
25
団
体
の
参
加
に

よ
り
、
６
月
７
日
に
設
立
総
会
を
開
催

し
、「
お
か
や
ま
森
づ
く
り
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
」
が
発
足
し
ま
し
た
。

二　
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
業
務
内
容

　

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で
は
、
森
づ
く

り
活
動
へ
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

（
一 

）
植
樹
・
保
育
の
つ
ど
い
等
の
開
催

　

・ 

植
樹
・
保
育
の
つ
ど
い
を
会
員
に

委
託
し
て
実
施
し
ま
す
。

　

・ 

会
員
が
参
加
者
を
公
募
し
て
行
う

森
林
整
備
、
竹
林
整
備
、
き
の
こ
栽

培
、
炭
焼
き
、
自
然
観
察
会
な
ど
の

活
動
を
「
県
民
が
育
て
楽
し
む
森
づ

く
り
活
動
支
援
事
業
」
に
よ
り
支
援

し
ま
す
。

　

※ 

現
在
、
事
業
計
画
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

（
二 

）
森
づ
く
り
活
動
用
の
資
機
材
の
貸

出

　

 　

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
本
部
・
支

所
で
管
理
し
て
い
る
ナ
タ
、
カ
マ
、

ノ
コ
な
ど
森
づ
く
り
活
動
に
必
要
な

資
機
材
を
無
料
で
貸
し
出
し
ま
す
。

（
三
）
指
導
者
の
派
遣
・
紹
介

　

 　

学
校
等
が
行
う
森
林
・
林
業
教
室

や
森
林
保
全
活
動
に
対
し
、
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
か
ら
指
導
者
（
森
づ
く

り
サ
ポ
ー
タ
ー
）
を
派
遣
し
ま
す
。

　

 　

ま
た
、
企
業
等
が
行
っ
て
い
る
森

一　
は
じ
め
に

　

岡
山
県
で
は
、
第
３
次
お
か
や
ま
夢

づ
く
り
プ
ラ
ン
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
施
策
と

し
て
「
県
民
が
育
て
楽
し
む
森
づ
く
り

の
推
進
」
を
位
置
付
け
、
地
域
の
里
山

林
等
を
整
備
す
る
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

グ
ル
ー
プ
等
の
自
主
的
な
取
組
を
促
進

し
、
県
民
参
加
の
森
づ
く
り
の
一
層
の

推
進
を
図
る
た
め
、
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
新
た
な
仕
組

み
づ
く
り
を
行
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

新
た
な
仕
組
み
等
の
検
討
を
行
う
た

め
、
平
成
24
年
３
月
に
設
立
準
備
会
を

設
置
し
、
協
議
を
重
ね
て
き
ま
し
た
が
、

設
立
趣
旨
に
賛
同
い
た
だ
い
た
森
林
ボ

「
お
か
や
ま
森
づ
く
り
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
」
の
設
立

サポートセンター設立総会

（
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
本
部
）

【問い合わせ先】
　サポートセンター本部
　　〒710−8530　倉敷市羽島1083 備中地区林務団体事務局内
　　TEL・FAX（086）441−8278　　E-mail：morisapo@joy.ocn.ne.jp
　　ホームページ：http://okayama-morisapo.org/
　備前支所
　　〒700−8604　岡山市北区弓之町6−1 備前地区林務団体事務局内
　　TEL（086）233−9824　　FAX（086）234−9064
　美作支所
　　〒708−8506　津山市山下53 美作地区林務団体事務局内
　　TEL・FAX（0868）24−0077　E-mail：mimasaka.1@athena.ocn.ne.jp
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こ
れ
か
ら
夏
本
番
を
迎
え
、
気
温
が

上
昇
す
る
と
、
熱
中
症
の
予
防
対
策
が

必
要
で
す
。

　

熱
中
症
は
、
め
ま
い
・
失
神
、
筋
肉

痛
・
筋
肉
の
硬
直
、
大
量
の
発
汗
、
頭
痛
・

気
分
の
不
快
・
吐
き
気
・
嘔
吐
（
お
う

と
）・
倦
怠
（
け
ん
た
い
）
感
・
虚
脱
感
、

意
識
障
害
・
痙
攣
（
け
い
れ
ん
）・
手
足

の
運
動
障
害
、
高
体
温
な
ど
の
症
状
が

現
れ
ま
す
。

　

自
覚
症
状
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、

水
分
・
塩
分
を
定
期
的
に
摂
取
す
る
。

日
中
の
暑
い
時
間
は
炎
天
下
で
の
作
業

は
控
え
る
か
、
こ
ま
め
な
休
息
を
取
る

な
ど
の
対
策
が
必
要
で
す
。

○��

計
画
的
に
熱
へ
の
順
化
期
間
を
設
け

ま
し
ょ
う
！

○��

水
分
・
塩
分
の
補
給
の
た
め
、
ス
ポ
ー

ツ
ド
リ
ン
ク
な
ど
を
何
回
に
も
分
け

て
補
給
し
ま
し
ょ
う
！

○��

透
湿
性
、
通
気
性
の
よ
い
服
を
着
用

し
ま
し
ょ
う
！

　

ま
た
、
管
理
監
督
者
は
、
作
業
環
境

の
管
理
を
行
う
と
と
も
に
、
毎
日
の
作

業
開
始
前
に
、
作
業
者
の
睡
眠
不
足
、

体
調
不
良
、
前
日
の
飲
酒
、
朝
食
の
未

摂
取
な
ど
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
作
業
者
一

人
ひ
と
り
の
健
康
状
態
を
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

（
林
政
課
林
業
木
材
班
）

　

県
立
森
林
公
園
に
お
い
て
、
毎
年
恒

例
の
自
然
観
察
会
が
次
の
と
お
り
開
催

さ
れ
ま
す
。
講
師
の
案
内
に
よ
り
多
く

の
野
鳥
や
多
様
な
植
物
を
観
察
し
な
が

ら
散
策
し
ま
す
。

【
日　

時
】
７
月
28
日
（
土
）

　
　
　
　

10
時
30
分
～
14
時
30
分

【
申
込
み
】
往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
、
交
通
手
段
【（
臨
時
バ
ス
利

用
者
は
乗
車
地
の
別
（
岡
山
・
倉
敷
・

津
山
）】、
参
加
人
数
（
大
人
、
子
供
別
）、

希
望
コ
ー
ス(

｢

ぶ
な
の
平｣

、｢

展
望
台
・

も
み
じ
滝｣
、｢

千
軒
平｣

)

を
明
記
の
上
、

７
月
22
日
（
日
）
ま
で
に
左
記
申
込
先

に
郵
送
。

【
そ
の
他
】
定
員
（
１
５
０
人
）
に
な
り

次
第
締
め
切
り
。
雨
天
開
催
。
昼
食
持

参
（
弁
当
の
予
約
販
売
有
り
。
必
要
な

方
は
申
込
み
ハ
ガ
キ
に
明
記
）。
臨
時
バ

ス
は
有
料
。
臨
時
バ
ス
乗
車
場
所
、
コ
ー

ス
詳
細
は
左
記
連
絡
ま
で
。

　

当
協
会
で
は
、
県
内
各
地
の
イ
ベ
ン
ト

等
に
お
い
て
、
森
林
の
大
切
さ
や
木
材
の

良
さ
を
Ｐ
Ｒ
す
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
ス
タ
ッ

フ
「
お
か
や
ま
森
の
大
使
」
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

　

応
募
は
、
履
歴
書
（
募
集
チ
ラ
シ
の
裏

面
又
は
市
販
の
も
の
）
に
写
真
（
６
ヶ
月

以
内
に
撮
影
し
た
全
身
写
真
）
を
貼
付
し
、

９
月
10
日
（
当
日
消
印
有
効
）
ま
で
に
最

寄
り
の
当
協
会
支
部
（
各
県
民
局
・
地
域

森
林
課
内
）
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

面
接
選
考
は
、
９
月
下
旬
に
岡
山
市
内

で
開
催
予
定
で
す
。

☆
募
集
人
数　

２
名

☆
活
動
期
間　

 

平
成
24
年
10
月
～
26
年
10
月

　
　
　
　
　
　
（
２
年
間
）

☆
特　
　

典　

賞
金
10
万
円
・
制
服
貸
与

☆
応
募
資
格　

18
歳
以
上
で
県
内
在
住
者

　
　

 

曜
日
を
問
わ
ず
各
種
イ
ベ
ン
ト
に
参

加
可
能
で
あ
る
こ
と

※
他
の
同
様
な
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
ス
タ
ッ
フ

と
し
て
平
成
24
年
10
月
以
降
に
活
動
す
る

方
は
応
募
で
き
ま
せ
ん
。

☆
問
い
合
わ
せ
先

　

岡
山
県
林
業
改
良
普
及
協
会

　
　
　
（
岡
山
県
庁　

林
政
課
内
）

　
　
　

℡
０
８
６
（
２
２
６
）
７
４
５
１

★ 

お
知
ら
せ 

★

「
お
か
や
ま
森
の
大
使
」
募
集
中

 

岡
山
県
立
森
林
公
園

 

夏
の
自
然
観
察
会 

参
加
者
募
集
！

【
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

岡
山
県
立
森
林
公
園
管
理
セ
ン
タ
ー

〒
７
０
８
�
０
６
０
１

苫
田
郡
鏡
野
町
上
齋
原
３
３
２
�
８

℡
０
８
６
８
（
５
２
）
０
９
２
８

熱
中
症
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
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去
る
５
月
28
日
に
、

真
庭
市
役
所
に
て
平

成
24
年
度
総
会
を
開

催
い
た
し
ま
し
た
。

　

平
成
23
年
度
活
動

報
告
・
収
支
決
算
、

平
成
24
年
度
活
動
計

画
・
収
支
予
算
、
会

費
の
決
定
の
ほ
か
、

任
期
満
了
に
よ
る
役

員
改
選
、「
お
か
や
ま

森
の
大
使
」
募
集
事

業
の
実
施
な
ど
、
い

ず
れ
の
議
案
も
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
も
本
会
の

運
営
に
つ
き
ま
し
て
、

皆
さ
ま
の
御
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

新
任
役
員
紹
介

副
会
長
：
藤
原　

繁

（
作
州
か
が
み
の
森
林

組
合
長
）

監
事
（
備
中
地
区
）：

浅
井
郁
三
（
新
見
市

森
林
組
合
長
）

監
事
（
美
作
地
区
）：

福
田　

勉
（
奈
義
町

森
林
組
合
長
）

（
事
務
局
）

※詳細は申込先にお問い合わせください。
先せ合問・込申程日場会称名

小型移動式クレーン運転
玉掛け（未経験者対象）

9月6，7日・9月8，9日
7月28，29日・8月2，3日
7月19，20日・9月13，14日

和気

岡山

岡山

岡山

岡山

津山

津山

新見
笠岡
玉野

伐木（特別教育）
新見

刈り払い機取扱作業者
津山

倉敷

ータンセ術技生衛全安国四国中士転運ンーレク式動移
TEL（084）954－4661

会協止防害災働労業事送運物貨上陸者任主業作いは
TEL（086）234－1332部支県山岡

実施年月日 開 催 場 所 イベントの名称 問合せ・申込み先
欅の杜塾　塾長　田村駿逸欅の杜塾・第147回杜の市欅の杜7.15（日）
TEL0866－62－8614（特産品の販売など）（井原市門田町地内）9：00～12：30

欅の杜塾　塾長　田村駿逸欅の杜塾・第148回杜の市欅の杜8.19（日）
TEL0866－62－8614（特産品の販売など）（井原市門田町地内）9：00～12：30

岡山県庁農林水産部林政課おかやまの森林・林業を考える岡山コンベンションセンター「イベントホール」8.25（土）
TEL086－226－7451（普及指導班）シンポジウム（岡山会場）（岡山市北区駅元町）13：30～16：00

岡山県庁農林水産部近畿・中国・四国
第48回治山林道研究発表会

山陽新聞本社ビル8.24（金）
治山課治山班
TEL086－226－7457

さん太ホール
（岡山市北区柳町）

9：30～16：30

岡山県庁農林水産部林政課おかやまの森林・林業を考えるグリーンヒルズ津山「リージョンセンター」8. 4（土）
TEL086－226－7451（普及指導班）シンポジウム（津山会場）（津山市大田）13：30～16：00

技能講習会の開催（７～９月）

森林・林業関係イベント参加募集

8月30，31日
9月3，4日
9月13，14日
9月18，19日
9月24，25日
9月24，26日
9月25，26日

TEL（086）225－3571

TEL（086）221－2160
岡山県支部

（社）岡山県労働基準協会

林業・木材製造業労働災害防止協会

7月10日・9月14日

7月10日

7月19日・9月11日
9月28日

9月13日

平
成
24
年
度
総
会

を
開
催
し
ま
し
た
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【
編
集
後
記
】

（
Ａ
＆
Ｎ
）

林 産 物 市 況
木　材（6月 19 日） 乾しいたけ（５月 25 日）単位：千円／㎥

８～１３
１４～１６
１８～２０
２２～２４
８～１３
１８～２２
２４～２８
１８～２０
８～１３
１４細

１４～１６
１８～２０
２２～２４
２６cm上
８～１１
１２～１３
１４cm

１６～１８
２０～２２
２４～２８
３０cm上
１４cm
１６cm

１８～２０
２２cm上
１８～２４
２４～３０

200
10
11
12

本 250
10
10
18
200
10
16
15
14
13

本 250
本 450
15
18
16
16
17
17
33
33
30
8
10

本 140
6
6
7
4.5
8.5
9
6

本 140
7
12
12
10
10
4.5

本 250
13
15
14
15
12
10
25
25
23
5
5

－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－

－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－

３ｍ

４ｍ

６ｍ

３ｍ

４ｍ

６ｍ

３ｍ
４ｍ

ス　ギ

ヒノキ
マ　ツ
米マツ
北洋アカマツ
ホワイトウッド

正角 3m　10.5cm角

正角 3m　12cm角
正角 3m　10.5cm角
正角 3m　12cm角
平角 4m　10.5 ～ 12cm×15 ～ 18cm
正角 3m・4ｍ　10.5cm角
平角 3m・4ｍ　10.5×15 ～ 21cm
タルキ 4m　3.8cm角
間柱 3m　2.7cm×10.5cm

特等
特等
特等
特等
特等
特等
一等
特等
特等
特等
特等

Ｇ
Ｋ
Ｇ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｋ
Ｋ

30,000 ～ 35,000
45,000 ～ 53,000
30,000 ～ 35,000
45,000 ～ 53,000
55,000 ～ 60,000
55,000 ～ 58,000
35,000 ～ 40,000
43,000 ～ 48,000
43,000 ～ 48,000
60,000 前後
48,000 ～ 55,000

注文挽き

注文挽き

横這い

国内挽き

樹種 長さ 径　級 直　材 小曲り 概　況

品柄 相場価　　格
平均 高値杉

桧

松

製　材（６月中旬）
樹　　　種 寸　　　　　　　　法 等級 区分 安値～高値 備　考

注：価格は、岡山県内の市場の相場を参考とした。

資料：岡山県森連勝山木材共販所市況速報、価格は中値。
＜概況＞全体的に安値が続いています。ヒノキ 3m柱材、4m土台が値下がりしています。

・出品数量　　10.4t
・価格高値　　7,500 円
・総 平 均　　3,260 円

香信大
香信中
香信小
小　間
香信山成
バレ大
バレ中
スライス
花どんこ
上どんこ
並どんこ
並並どんこ
小玉どんこ
山成どんこ
こ う こ

 3,660 
 3,520 
 2,080 
 －  
 1,950 
 2,790 
 2,250 
 4,080 
 4,210 
 3,670 
 2,820 
 2,600 
 1,480 
 2,290 
 5,370 

  6,010 
 5,390 
 3,690 
 －  
 3,690 
 4,570 
 3,990 
 5,290 
 6,090 
 5,990 
 5,850 
 5,650 
 1,870 
 3,690 
 7,500 

○
○
○
－
□
○
○
◎
◎
◎
○
○
○
□
◎

価格：円／㎏　（相場）強：◎ 保合：○ 弱保合：□
＜概況＞
色落ちや保管状態の悪い出品物は低調です。
乾燥、品柄、大きさ、色目等に十分注意して
選別を行うとともに、虫害品の除去や発泡栓
等の異物混入に注意。
資料：岡山県森連椎茸共販所　市況通知
※次回入札会はH24.10.18

出荷材積
　約 1,400ｍ3

　杉
中目材　横ばい
柱　材　横ばい
小径木　弱気配

　桧
中目材　横ばい
柱　材　横ばい
小径木　弱気配

　記号
　△　強気配
　－　横ばい
　▼　弱気配

林業関係広報コンクールについての記事はこちらから
http://www.ringyou.or.jp/hukyu/detail_1100.html
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〒702-8058 岡山市南区並木町二丁目16番 22号
TEL086-265-7350  FAX 086-265-1841
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ために間伐材を積極的に使用して
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声

森林
国営保険

FOREST
INSURANCE 加入できる森林は？　人の手が加わった森林

加入期間は？　　　　１年単位で何年でも！
保険金がでるのは？
　火災、風害、水害、雪害、干害等気象災の損害が
あったとき、森林所有者に支払われます。
　岡山県では過去５年間で10億円以上の保険金が支払わ
れました。

樹　　種…ヒノキ　契約時林齢…１年　 　　　     　　樹　　種…ヒノキ　契約時林齢…26年
保険期間…５年　　保険金額…最大188万円　  　 　 　保険期間…５年　　保険金額…最大299万円

　

○保険金額を50％にすることにより、保険料を50％にすることも出来ます。
○条件によって契約金額が変わってきます。
○ご相談は、最寄りの森林組合、県民局（森林整備課）・地域事務所（地域森林課）の窓口へどうぞ。

電話番号　086（226）7455（直通）岡山県農林水産部治山課

ご契約のモデルケース（1haあたり）

一括払いだと 21,225 円（５年間計） 一括払いだと 37,375 円（５年間計）

1ヶ月あたり
約 350 円

1ヶ月あたり
約 620 円

口座振込は
こちらへ

ゆうちょ銀行  　 01270－0－5225
中国銀行岡山駅前支店　　1852041
トマト銀行岡山駅前支店　1027972

募金期間
春のみどりの月間　　　

　  　4月1日～ 5月31日
秋のみどりの月間　　　

　　10月1日～10月31日

緑の募金でふせごう地球温暖化

寄付金に対する税の優遇措置が適用されます。

公益社団法人 岡山県緑化推進協会
122）680（ XAF・LET　８－１町錦区北市山岡 －9511

コニファー水和剤・ランテクター

マッケンジー


